
学
界
消
息

広
島
吏
学
研
究
会
、
中
国
四
国
歴
史
学
地
理
挙
協
会

昭
和
四
十
三
年
度
大
会

　
十
月
ご
十
⊥
ハ
日
・
二
十
七
日

　
於
　
広
島
大
学

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
近
代
に
お
け
る
斑
衆
運
動
と
そ
の
思

　
想
」

　
（
報
皆
）
維
新
期
の
農
民
闘
闘
争
と
そ
の
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
有
元
　
正
雄

　
　
　
　
　
イ
ギ
リ
ス
革
命
に
お
け
る
水
平
派
運
動
と
そ

　
　
　
　
　
の
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
田
　
卓
爾

　
　
　
　
　
馬
溜
に
お
け
る
五
・
四
運
動
と
そ
の
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
倉
　
弘
行

〈
公
開
講
演
〉

　
考
古
学
上
よ
り
見
た
る
上
代
の
文
物

　
　
一
と
く
に
銅
鐸
に
つ
い
て
i
　
　
梅
原
　
末
治

〈
日
本
史
部
会
〉

　
魏
照
影
人
伝
を
読
解
す
る
新
拠
点
の
提
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
　
惟
之

　
麻
見
徳
荘
園
整
理
令
の
歴
史
的
出
芯
義
　
　
　
坂
本
　
賞
三

　
中
世
阿
蘇
社
領
の
給
主
に
つ
い
て
　
　
　
阿
蘇
品
保
失

　
国
人
領
主
制
の
確
立
過
程

　
　
－
備
中
国
新
見
荘
を
中
心
に
i
　
新
川
　
武
紀

　
室
町
時
代
に
お
け
る
将
軍
お
よ
び
上
級
武
士
の
政
治
姿

　
勢
1
「
修
身
」
を
中
心
と
し
て
－
　
坂
野
　
　
哲

江
戸
時
代
初
期
藩
の
知
行
制
度

藩
財
政
の
構
造

　
－
信
州
松
代
藩
の
場
合
－

春
台
か
ら
青
陵
へ
の
思
想
の
変
遷

会
田
安
明
の
需
癖

長
府
藩
製
糖
業
の
展
開
と
そ
の
挫
折

青
野
春
水

告
永
　
　
昭

相
良
　
英
輔

末
中
　
哲
夫

　
－
萩
野
宝
暦
改
革
と
の
関
連
に
お
い
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
　
国
治

水
戸
学
の
形
成
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
谷
　
義
彦

近
世
後
期
に
お
け
る
水
論
に
つ
い
て
－
安
芸
国
賀
茂

　
郡
志
和
組
・
下
西
条
組
の
場
合
一
　
豊
圏
　
寛
三

地
主
制
形
成
期
の
農
民
闘
争

　
－
福
田
新
田
に
お
け
る
小
作
騒
動
の
分
析
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
健
一

鳥
坂
口
に
お
け
る
士
族
の
復
禄
運
動
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
中
　
寿
夫

陶
氏
訟
反
に
お
け
る
毛
利
氏
の
動
向
　
　
笹
岡
　
　
栄

〈
東
祥
史
部
会
〉

南
朝
に
お
け
る
本
籍
地
任
用
か
ら
見
た
地
方
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
尾
　
孟
夫

第
一
次
サ
チ
ャ
グ
ラ
バ
運
動
に
お
け
る
M
・
K
・
ガ
ソ

　
ジ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
田
　
　
朗

元
明
代
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
東
漸
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
永
清
二

目
代
四
川
の
用
水
管
理
に
つ
い
て
　
　
　
森
田
　
　
明

目
初
に
お
け
る
黄
河
堤
防
の
管
理
　
　
　
吉
岡
　
蝸
誠
信

股
代
王
族
論
　
　
　
　
　
　
　
　
大
西
　
正
男

　
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ス
の
ア
ジ
ア
観
　
　
　
　
伊
東
隆
夫

英
国
摸
礼
萩
著
「
古
今
万
国
綱
監
録
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
満
井
　
隆
行

王
充
の
位
管
　
　
　
　
　

板
野
長
八

〈
西
洋
史
部
会
〉

ツ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ー
ス
の
研
究

　
…
…
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
に
関
す
る
叙
述
を
中
心
と
し

　
て
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丹
藤
浩
二

初
期
中
世
に
お
け
る
O
o
諺
鐸
0
9
畠
。
の
意
義
に
つ
い
て

　
1
鴇
蜂
。
『
猷
煽
茜
琴
。
≡
ヨ
を
史
料
と
し
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
竜
幸

シ
ュ
メ
ー
ル
社
会
研
究
の
潮
流
…
　
　
　
前
川
　
聯
也

フ
ラ
ン
ス
革
命
と
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
’
　
首
藤
助
四
郎

プ
ロ
イ
地
ソ
農
民
保
護
政
策
の
一
側
面
阪
口
　
修
平

R
・
H
・
ト
ー
ニ
ー
の
教
育
舗
度
改
革
大
滝
正
理

地
主
を
中
心
と
し
て
見
た
第
一
次
選
挙
法
改
革
の
成
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
川
式
雄

独
立
革
命
期
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
植
民
地
の
派
閥

形
成
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
田
　
　
光

　
一
九
一
四
年
の
七
月
危
機
宋
期
に
お
け
る
独
男
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
田
　
　
治

ナ
チ
ス
農
業
政
策
に
関
す
る
若
干
の
考
察

　
…
世
襲
農
場
法
語
Φ
凹
多
。
。
母
σ
ぎ
お
霧
簿
N
と
国
会

　
選
挙
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
一
　
　
古
川
　
栄
輔

ラ
ン
ケ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
に
つ
い
て

　
一
そ
の
史
学
思
想
史
生
背
景
一
　
士
口
武
　
夏
男

〈
地
理
部
会
〉

中
国
山
地
和
牛
放
牧
生
産
地
域
の
変
貌
　
中
里
　
亜
失
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学界消息

い
わ
ゆ
る
移
民
会
社
に
つ
い
て

一
－
鴫
治
・
大
正
自
由
移
畏
時
代
一

甲
立
礫
贋
に
つ
い
て
の
疑
問

帝
釈
高
原
お
よ
び
帝
釈
峡
の
地
形

ア
タ
カ
マ
砂
漠
の
侵
蝕
形

ガ
ン
ジ
ス
流
域
の
農
村

　
一
そ
の
経
済
的
側
面
一

計
葉
山
村
の
最
近
の
地
域
的
変
貌

台
北
盆
地
の
農
村
集
落
・

　
i
芦
州
郷
正
晶
衷
村
の
場
合
一

都
市
の
拡
大
と
第
一
次
産
業

　
ー
ー
上
広
島
市
の
場
合
i

能
登
半
島
の
地
形
に
つ
い
て

昭
和
基
地
周
辺
の
氷
河
地
質
学
的
観
察

〈
考
古
・
民
俗
部
会
〉

石
川
　
友
紀

武
永
健
…
郎

武
永
健
一
郎

赤
木
　
祥
彦

村
上
　
　
誠

牧
野
　
洋
一

黄
　
仁
　
煙

佐
伯
　
岩
男

網
永
　
　
蜷

吉
田
　
栄
夫

　
一
九
六
八
年
度
帝
　
釈
峡
遺
跡
群
の
調
査
研
兜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
崎
寿
和
・
潮
見
　
浩

神
谷
川
遺
跡
の
調
査
　
　
　
　
川
越
哲
志
・
福
井
万
千

〈
社
会
科
教
育
部
会
〉

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
祉
会
科
教
育
研
究
に
関
す
る
一
考

察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
上
宗
二
・
武
元
茂
人

ナ
チ
ス
時
代
と
社
会
科
教
育
　
　
　
　
　
西
谷
　
　
稔

活
動
法
を
用
い
た
地
誌
的
学
習
の
｛
展
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
辻
尚
文

歴
丁
果
酌
思
考
L
刀
育
成
へ
の
一
試
案

　
　
　
　
　
　
　
爾
損
　
浩
・
石
田
徳
行
・
磯
部
修
三

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
家
群
の
総
合
的
思
考
に
よ
る
地
理
学

　
　
習
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
本
晃
史

　
佐
賀
購
地
理
小
誌

　
　
一
明
治
十
七
年
版
と
明
治
二
十
六
年
版
の
比
較
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
永
　
弘
之

　
社
会
科
教
育
に
お
け
る
価
値
の
問
題
　
　
硬
東
　
亮
三

　
社
会
科
教
授
・
学
習
理
論
の
山
繭
問
題
　
　
歓
喜
　
隆
司

　
社
会
的
意
識
の
変
容
に
関
す
る
追
跡
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
千
之
助

　
改
一
訂
小
学
校
社
会
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
田
　
鶴
蔵

　
歴
巾
人
教
科
書
の
比
較
研
究

　
　
i
イ
ギ
リ
ス
現
代
史
教
科
書
目
一
千
魯
磐
σ
q
ぎ
σ
q

　
　
ぎ
。
『
置
・
。
露
δ
切
を
中
心
と
す
る
一
つ
の
試
み
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
実
義

東
方
学
会
　
第
十
八
回
会
員
総
会

　
昭
憩
四
十
三
年
十
一
月
四
日

　
於
花
園
大
学
内
禅
文
化
研
究
所

〈
講
演
会
〉

　
六
朝
随
唐
の
⊥
鬼
神
図
の
展
開
　
　
　
　
　
長
広
　
敏
雄

東
亜
神
話
学
の
一
課
題

松
本
　
僑
広

史
学
会
第
六
七
回
大
会

　
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
八
日
～
十
日

　
於
　
立
教
大
学

〈
公
開
講
演
〉

　
藤
原
密
を
め
ぐ
る
諸
問
題
　
　
　
　
　
岸
　
　
俊
男

ナ
チ
ズ
ム
の
諸
問
題

　
ー
ド
イ
ツ
史
に
お
け
る
連
続
性
一

へ
日
本
史
部
会
V

石
川
年
足
願
経
に
関
す
る
試
論

衰
　
日
　
管
見

伊
豫
国
の
地
頭
伽
家
入
に
つ
い
て

北
条
氏
所
領
の
研
究

　
－
九
州
諸
国
の
場
合
－

北
条
氏
残
党
の
反
乱
に
関
す
る
覚
書

睦
軍
と
中
国
革
命

村
瀬
　
興
雄

田土須
中田田

　直春
稔鎮子

石
井
　
　
進

郡
山
　
良
光

　
一
第
一
次
国
共
含
作
期
を
め
ぐ
っ
て
…
－
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粟
屋
憲
太
郎

　
「
公
武
合
体
」
運
動
の
研
究
　
　
　
　
　
井
上
　
　
勲

荻
生
径
篠
に
お
け
る
道
家
的
思
考
　
　
　
羅
藤
　
正
英

元
和
八
年
の
土
佐
藩
々
政
改
革
　
　
　
　
高
木
　
昭
作

三
河
一
向
｝
揆
の
再
検
討

　
一
徳
川
氏
の
三
河
領
国
化
と
の
関
連
で
ー
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煎
本
増
夫

今
木
隼
人
と
薪
猿
楽
　
　
　
　
　
　
　
　
志
賀
　
　
剛

〈
東
洋
史
部
会
〉

漢
代
画
像
の
世
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
野
　
　
雄

漢
代
奴
碑
の
姓
に
関
す
る
問
題
を
め
ぐ
っ
て

　
⊥
尾
形
・
片
倉
論
争
に
つ
い
て
の
私
見
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
困
　
幸
男

重
氏
の
副
王
謝

　
ー
ク
シ
ャ
ソ
王
朝
年
代
論
へ
の
一
翼
与
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
　
　
一
雄
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九
晶
の
制
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
　
主
税

チ
ョ
ー
ラ
覇
期
南
イ
ン
ド
の
村
落
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辛
島
　
　
昇

十
九
世
紀
に
お
け
る
シ
ャ
ー
リ
ア
体
系
解
体
の
エ
ジ
プ

　
ト
的
形
態
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
垣
　
雄
三

タ
イ
近
代
政
治
史
の
評
価
に
つ
い
て
　
　
河
部
　
利
夫

民
国
初
期
の
社
会
党
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
淑
男

く
西
洋
史
部
会
V

H
■
O
．
囲
唱
卜
。
刈
刈
①
の
成
立
事
情
　
　
　
　
山
庸
田
　
拓
郎

　
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
王
朝
に
お
け
る
宗
教
政
策
転
換
の
政

　
治
史
的
背
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
村
貞
臣

中
世
宗
教
運
動
の
諸
形
態
　
　
　
　
　
　
今
野
　
隅
雄

フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
側
確
立
過
程
の
尊
慮
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
葉
　
治
男

　
一
八
一
八
年
の
「
関
税
法
」
を
め
ぐ
る
プ
ロ
イ
セ
ン
の

　
経
済
政
策
と
そ
の
思
想

　
l
l
－
官
僚
自
由
主
義
研
究
の
た
め
に
一
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
代
田
　
寛

ブ
ォ
ナ
ロ
ー
テ
ィ
と
圏
際
的
秘
密
結
社
北
原
　
　
敦

ロ
シ
ア
輩
－
命
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

　
i
…
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
現
代
史
研
究
動
向
に

　
寄
せ
て
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
瀬
　
　
宏

く
史
料
展
覧
V

日
本
銀
行
標
本
貨
幣
室

立
教
大
学
史
学
会

　
十
一
月
十
六
日

　
九
六
八
年
度
大
会

於
立
教
大
学

く
公
開
講
演
V

文
政
年
間
に
お
け
る
宿
制
改
革

く
研
究
発
蓑
》

蒙
活
造
筆
に
つ
い
て

児
玉
　
幸
多

林
　
　
正
子

エ
ス
ピ
リ
ツ
ト
・
サ
ソ
ト
号
事
件
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
野
　
　
久

農
奴
主
国
家
体
観
の
危
機
段
階
に
お
け
る
ロ
シ
ア
財
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桝
田
　
澄
子

近
代
文
書
の
扱
い
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
克

台
湾
に
お
け
る
同
化
教
育
の
歴
史
　
，
　
野
崎
　
正
昭

原
始
集
落
お
よ
び
原
始
的
土
地
所
…
有
に
関
す
る
二
、
三

　
　
の
問
題

日
本
史
研
究
会
　
一
九
六
八
年
度
大
会

　
十
一
月
十
六
［
口
・
十
・
七
日

於
立
命
館
大
学

人
共
同
研
究
報
告
〉

石
川
　
栄
吉

　
（
古
代
）
律
令
国
家
の
成
立
と
人
民
闘
争
野
田
　
嶺
志

　
（
中
世
）
王
朝
国
家
体
制
と
人
民
闘
争
　
坂
本
　
賞
三

　
（
中
世
）
中
世
後
期
民
衆
の
意
識
状
況
を
め
ぐ
る

　
　
二
・
一
二
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
井
　
　
清

　
（
近
世
・
近
代
）
幕
末
維
新
の
人
民
闘
争
一
1
明
治
維

　
新
と
農
昂
革
命
－
　
　
　
　
維
新
史
研
究
グ
ル
ー
プ

　
（
近
代
）
臼
本
帝
国
主
義
確
立
期
の
階
級
闘
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掛
谷
　
宰
平

国
史
学
会
　
昭
和
四
三
年
度
大
会

十
一
月
十
六
日
、
十
七
日

於
　
国
学
院
大
学

〈
講
演
〉

近
代
官
僚
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
…
井
　
貞
文

日
本
史
上
に
お
け
る
古
代
と
中
世
　
　
　
竹
内
　
理
ヨ

〈
研
究
発
表
〉

甲
府
盆
地
に
お
け
る
古
代
集
落
の
立
地
　
伊
藤
　
勇
人

奈
良
時
代
に
於
け
る
西
海
道
諸
国
の
等
級
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
庄
宏
規

　
い
わ
ゆ
る
親
族
・
家
人
・
若
党
・
中
間

　
－
一
豊
後
志
賀
氏
の
家
臣
構
造
一
　
後
藤
　
重
已

中
世
後
期
の
村
落
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
湯
山
　
賢
一

豊
臣
秀
吉
の
大
鷹
野
　
　
　
　
　
　
　
　
山
名
　
隆
弘

石
川
丈
山
と
醸
茶
道
　
　
　
　
　
　
　
矢
部
誠
｝
郎

南
部
自
営
太
「
崎
牧
の
性
格
　
　
　
　
　
　
山
石
根
雄
次
郎

　
三
浦
半
島
に
関
す
る
三
種
の
地
誌
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
　
武

幕
末
・
維
新
期
に
お
け
る
民
衆
支
配
の
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
葉
幸
伸

　
戊
辰
戦
争
の
｝
郷
面
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
正
弘

　
尊
爵
運
動
の
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
乙
二
朗

〈
展
示
会
〉

梧
陰
文
庫
展
示
会
井
上
毅
文
害
と
く
に
憲
法
制
定
関

　
一
鎌
、
条
約
改
正
関
係
、
教
畜
一
壷
関
係
の
遠
出
要
文
誉
四
六

　
点
を
展
示

日
本
思
想
史
研
究
会
　
昭
和
四
十
三
年
度
大
会
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学界消息

十
一
月
十
六
日
・
十
－
七
門
口

於
　
東
北
大
学
文
学
部

〈
講
演
〉

西
洋
人
の
え
ら
ん
だ
日
本
の
代
表
的
思
想
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
倉
　
円
照

〈
研
究
発
表
〉

古
代
日
本
人
の
現
実
的
性
格
　
　
　
　
　
田
中
　
　
元

古
代
祝
詞
に
お
け
る
神
話
の
機
能
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
部
　
正
一

　
「
作
庭
記
」
及
び
「
山
水
並
置
形
図
」
の
造
庭
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
々
木
利
三

鎌
倉
武
家
学
問
の
意
識
と
限
界

興
福
寺
奏
状
を
め
ぐ
っ
て

親
穫
…
の
歴
史
思
想

道
元
に
お
け
る
悟
り
と
行
動

「
秘
ス
ル
花
」
の
理
と
禅
的
論
理

愚
管
抄
の
成
立
年
代
に
つ
い
て

寺
院
社
会
に
お
け
る
多
数
決
綱
度

北
条
氏
康
と
学
僧

桃
山
文
化
の
特
質

新
井
白
石
の
歴
史
思
相
心

江
戸
時
代
中
期
の
「
天
ト
の
思
想

実
学
史
上
に
お
け
る
「
蘭
学
」

清福広春古奈佐
田井神日田良藤

義康　佑武博和
英順清芳彦順夫

小
笠
原
長
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
毛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原

本
居
宣
長
の
「
も
の
の
あ
は
れ
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
良

梅
辻
規
清
の
鳥
伝
神
道
に
つ
い
て
平

頼
家
の
サ
ロ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野

　　博昌
邊忠之昭

秀重
男道亨

幕
末
変
革
由
心
想
の
血
脈
　
　
　
　
　
　
　
今
中
　
諏
見
司

京
都
府
史
料
を
め
ぐ
る
金
本
顕
蔵
決
選
事
件
に
つ
い
て

十
悪
思
想
の
地
域
的
特
鷺
〔
に
つ
い
て

井
上
哲
次
郎
に
お
け
る
国
家
と
宗
教

岡
倉
天
心
の
思
想
に
つ
い
て

啄
木
と
大
逆
事
件

　
高
倉
徳
太
郎
に
お
け
る
自
我
の
問
題
と
そ
の
山
兄
服

　
日
本
芸
術
思
想
の
根
本
間
題

　
和
辻
哲
郎
と
法
隆
寺
　
　
　
　
　
荻
野
三
七
彦

〈
展
観
〉

　
狩
野
文
琿
重
要
典
籍
展

明
治
維
新
百
年
記
念
　
神
道
学
術
大
会

　
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
十
六
日
～
十
八
日

　
於
皇
学
館
大
学

　
　
（
神
道
宗
教
学
会
・
神
道
史
学
会
・
神
道
学
会
・
社

　
　
会
と
伝
承
の
会
共
催
）

〈
共
同
討
議
〉

　
神
話
教
育
を
め
ぐ
っ
て

　
（
発
題
者
）
安
津
素
彦
・
田
中
　
卓
・
戸
田
義
男
・

　
　
　
　
　
　
原
田
敏
明
　
　
（
司
会
）
田
中
初
夫

〈
公
開
講
演
〉

　
歴
史
に
お
け
る
方
向
と
均
衡

　
　
一
明
治
時
代
に
関
連
し
て
i
　
　
下
村
富
士
男

く
研
究
発
表
V

下鵜の高小渋橋上
店沼克阪長川本田
　　服
静裕　　光久正
市子　燕暢子信穰

　
明
浄
正
直
勤
務
追
進

　
天
皇
の
人
間
宣
言

　
神
道
と
神
道
教
化

　
神
道
と
中
世
仏
教

　
平
田
篤
胤
の
毎
朝
神
拝
詞
記

　
神
社
と
神
道

　
重
加
出
社
の
根
本
義

　
教
育
勅
語
と
明
治
初
年
の
神
道
思
想

文
化
史
学
会
　
一
九
六
八
年
度
大
会

　
十
　
月
二
十
三
ヨ

　
於
同
志
社
大
学

〈
個
別
研
究
発
表
〉

　
十
八
氏
の
墓
記

　
中
世
八
条
院
町
に
つ
い
て

　
明
治
前
期
行
政
区
画
の
変
遷

　
戦
時
下
の
自
由
主
義
者

　
南
部
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
運
動

へ
大
会
テ
ー
マ
〉

　
古
代

小谷西渡萩平宮鎌
野　 川辺原井地田

　　　　龍直治純複省順
教吾土寛夫房邦一

長宮守仲楢
田沢屋村崎

豊正敬　干
臣典彦研城

　
　
　
　
　
　
「
歴
史
に
お
け
る
体
制
の
思
想
」

　
　
　
律
令
成
立
期
に
お
け
る
体
制
の
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
戸
　
季
市

中
世
　
中
世
成
立
期
の
支
配
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
音
　
能
平

近
代
　
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
史
学
思
想
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
下
尚
一

「
大
会
テ
ー
マ
に
基
く
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
」
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大
谷
大
学
仏
教
史
学
会
　
大
会

　
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
三
十
日

　
於
大
谷
大
学

　
仏
教
説
話
に
現
わ
れ
た
観
音
信
仰
　
　
　
佐
か
木
令
信

　
越
前
に
お
け
る
東
西
分
派
と
百
ケ
寺
争
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
内
　
　
晋

　
天
台
宗
と
末
寺
別
院
の
展
開
　
　
　
　
　
名
畑
　
　
崇

　
「
自
然
法
繭
」
思
想
の
’
示
鞭
…
　
　
　
　
　
藤
島
　
達
朗

〈
特
別
講
演
〉

応
燈
関
に
つ
い
て
　
　
　
　
荻
須
純
道

龍
谷
大
学
史
学
会
　
大
会

　
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
三
十
日

　
於
寵
谷
大
学
図
書
館

　
善
隣
国
宝
記
の
成
立
に
つ
い
て
　
　
　
　
借
矯
　
　
甫

　
糊
目
の
「
愚
士
心
」
に
関
す
る
一
考
察
　
　
朝
枝
　
　
照

　
岐
阜
県
各
務
原
市
炉
辺
遺
跡
の
発
掘
調
査
報
出
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
江
　
　
傘

　
丹
波
地
方
に
お
け
る
　
具
虚
否
教
団
の
発
生
　
士
日
田
　
　
証

く
学
術
講
演
V

鉱
山
町
と
寺
院
　
　
　
　
　
　
小
葉
田
淳

関
西
大
学
史
学
会
　
昭
和
四
十
三
年
度
大
会

　
十
二
月
七
日

　
於
　
関
西
大
学

く
公
開
講
演
V

　
古
代
末
期
の
農
民
問
題
に
つ
い
て
　
　
　
戸
田
　
芳
実

〈
研
究
発
表
Y

士
H
代
輸
送
に
お
け
る
綱
丁
の
役
罰

内
倉
人
と
通
事
舎
人
の
関
係

　
「
榑
多
宗
伝
」
に
つ
い
て

　
「
那
智
擁
」
の
背
量

大
和
に
お
け
る
初
期
寺
院
跡
の
立
地
に
つ
い
て

諸
陵
寮
式
の
近
露
玉
墓
制
に
つ
い
て

陵
墓
祭
縄
の
風
習
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
垣
聰
一
郎

　
八
一
五
年
よ
り
一
八
四
八
年
ま
で
の
ド
イ
ツ
連
邦

秋イ田北菅い鶴熟松高
山ツ中垣谷て崎　 尾橋
　連　 聰

博邦久一文　裕澄　隆
愛　　夫郎則　 雄一一大博

駿
台
史
学
会
　
　
九
六
八
年
度
大
会

　
十
二
月
七
日

　
於
　
明
治
大
学

〈
大
会
発
表
〉

　
弥
生
時
代
後
期
の
維
棄
洛

　
　
一
i
I
神
奈
川
県
ニ
ツ
池
遺
跡
に
つ
い
て
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上

　
太
平
天
国
の
宗
教
田
心
想
　
　
　
　
　
　
　
池
田

、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
の
リ
ヴ
ィ
ル
ト
ウ
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
原

　
小
牧
市
の
工
業
化
と
そ
れ
に
伴
う
農
業
の
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田

　
明
仏
里
罰
期
…
に
お
け
る
地
方
銀
行
の
畏
開

　
　
ー
ー
瀞
岡
県
掛
娼
銀
行
一
　
　
　
　
竿
掛

　
群
馬
県
…
蔽
晶
附
市
観
血
日
前
古
上
田
の
調
香
一
　
撫
W
沢

重　銚正　裕昭康司道清弘
　
千
謙
と
顕
営
　
　
　
　
　
　
青
山
治
郎

　
o
冨
二
【
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　
　
奈
良
輸
京

　
戦
後
北
海
道
に
お
け
る
地
域
開
発
の
事
例
的
展
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
井
　
正
美

　
四
、
五
世
紀
の
越
温
罰
　
　
　
　
　
　
　
志
田
　
諄
一

く
特
別
講
演
V

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
中
近
東
考
古
学
の
旅

　
　
ー
ス
ワ
ラ
ブ
レ
エ
よ
り
モ
ヘ
ソ
ジ
ョ
ダ
ロ
ヘ
ー
1
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
初
重

三
田
史
学
会
　
大
会
　
　
・

　
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
十
四
日

於
慶
応
義
塾
大
学

〈
学
術
講
演
〉

　
ア
シ
ジ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
と
宗
教
運
動

　
奈
良
朝
畳
族
の
生
活
圏

　
歴
史
に
お
け
る
夢

〈
学
会
報
告
・
記
録
影
写
〉

　
古
代
遺
跡
を
訪
ね
て

　
　
ー
ウ
ル
か
ら
ク
ノ
ソ
ス
ま
で
…
一

史
元
会
（
日
本
古
代
史
研
究
会
）

　
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
十
四
日

　
於
明
治
大
「
学

　
五
・
六
世
紀
の
大
和
政
権
に
つ
い

　
日
本
霊
異
記
と
小
子
部
栖
軽

薄井坂
嶋口無
印悦：昂
次男吉

清
水
　
潤
三

第
四
園
大
会

て
の
一
考
察

　
　
　
牛
山

　
　
　
井
上

正

一武
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学界消息

常
世
神
再
論

奈
良
時
代
に
お
け
る
優
婆
塞
に
つ
い
て

〈
公
開
講
演
〉

わ
が
国
の
郷
里
制

下
出
　
積
与

柴
山
　
正
顯

竹
内
　
理
三

岡
出
史
学
会
　
昭
和
四
三
年
度
大
会

　
十
二
月
十
五
日

　
於
　
岡
山
大
学
教
養
部

〈
研
究
発
表
〉

　
備
後
工
業
特
別
地
域
の
工
業
化
の
特
色
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
比
浜
省
吾

　
ロ
シ
ア
の
農
村
共
岡
体

　
　
i
一
九
二
二
年
の
土
地
法
典
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
田
　
孝
一

　
部
落
史
の
諸
閤
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
　
一

白
授
不
施
派
に
お
け
る
禁
欲
主
義
　
　
　
長
光

中
世
備
前
焼
古
毒
舌
の
分
布
と
そ
の
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
壁

吉
備
真
備
研
究
の
問
題
点
　
　
　
　
　
　
，
甲
山

中
国
古
代
の
農
罠
叛
乱
　
　
　
　
　
　
好
並
・

〈
特
鋼
講
演
V

敦
燵
文
書
に
た
ず
ね
て

徳
和隆　葭

司薫子

大
淵
忍
爾

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
在
庫
の
お
知
ら
せ

　
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
在
庫
は
次
の
通
り
で
す
。

総
目
録
（
五
〇
巻
六
号
付
載
）
を
ご
参
照
の
上
、

ご
利
用
下
さ
い
。
　
（
　
）
内
は
頒
価
。
送
料
は
頒

価
百
円
ま
で
一
〇
円
、
他
は
二
〇
円
。
お
申
込
は

前
金
に
て
お
願
い
た
し
ま
す
（
但
し
会
費
を
前
納

い
た
だ
い
て
い
る
方
に
限
り
、
わ
ざ
わ
ざ
御
送
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

願
わ
な
く
と
も
前
納
会
費
よ
り
差
引
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
）

三
三
巻
一
号
・
二
号
（
各
八
○
）

三
四
巻
「
・
二
号
（
「
四
〇
）
・
四
号
（
八
○
）

三
八
巻
二
～
五
号
（
各
一
〇
〇
）

三
九
巻
二
～
五
号
（
二
一
〇
〇
〉
・
六
号
（
二
〇
〇
）

四
〇
蹴
壱
六
悶
万
　
（
二
〇
〇
）

四
一
巻
三
号
・
四
号
（
各
一
〇
〇
）

四
二
巻
四
～
六
号
（
各
一
八
○
）

四
三
巻
二
～
穴
号
（
各
一
八
○
）

四
四
巻
一
～
四
口
万
（
各
一
八
○
）
・
六
口
万
（
二
〇
〇
）

四
五
巻
一
～
五
号
（
無
二
〇
〇
）

四
六
巻
一
口
写
・
三
～
六
口
万
（
回
忌
〇
〇
）

四
七
巻
一
号
・
二
号
（
各
二
〇
〇
）
三
～
六
号

　
　
（
各
二
四
〇
）

四
八
巻
一
号
～
二
号
（
各
二
四
〇
）
　
・
三
～
六
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
〇
〇
）

四
九
巻
一
号
～
六
号
（
各
三
〇
〇
）

一
嵩
（
）
巻
一
～
四
門
㍍
T
（
各
一
二
〇
（
）
）
・
山
ハ
ロ
万
（
一
二
〇
〇
）

委
員
会
だ
よ
り

◇
　
五
二
巻
二
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
い
さ

　
さ
か
も
う
旧
聞
に
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
昨

秋
の
各
種
学
協
会
で
の
発
表
を
か
か
げ
ま
し
た
。

従
来
と
も
、
本
会
宛
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
学

　
協
会
を
中
心
に
学
会
消
息
欄
を
編
集
し
て
お
り

ま
す
が
、
む
ろ
ん
十
分
と
は
申
せ
ま
せ
ん
。
会

　
員
各
位
の
御
参
加
に
な
っ
た
学
協
会
の
ニ
ュ
ー

　
ス
を
、
本
誌
編
集
部
宛
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

各
位
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
よ
り
充
実
し

　
た
も
の
に
、
心
懸
け
て
ゆ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

◇
　
お
盆
を
機
会
に
、
滞
納
の
方
は
会
費
を
お
納

　
め
下
さ
い
。

訂
正
　
前
号
表
紙
の
書
平
楽
寺
書
店
の
広
告
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
禅
と
日
本
化
の
諸
問
題
」
は
「
禅
と
日
本
文
化

の
諸
聞
題
」
で
す
。
謹
ん
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
九
六
九
年

一
九
六
九
年

　
史

類
行
人

印
欄
所

蒲
二
野
翻
定
価
三
〇
〇
円

　
林
（
第
五
二
巻
第
二
号
）

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
文
学
部
内

　
史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
番

　
理
事
長
　
　
井
　
上
　
智
　
勇

　
京
都
布
下
京
区
西
七
条
郷
所
ノ
内
中
町
五
〇

　
中
村
印
刷
株
式
会
社

（321）165


